
安来市黒谷遺跡の花粉分析

Abstract

P0Ⅱen in thirty samples from the Kurotani site, shimada-cho, Yasugi city, shimane

Prefecture has been examined. From the p011en assemblages, the f0110W'ing ten divisions, in

descending order, have been rec0即ised:

Division lo (sampleS 39,38): cycloham%0つS太 and caS勿120つSis-paS4πia

Division 9 (sampleS 37,36): cycloham?20つSis, Ahies and podoca?つ1ιS

Division 8 (sampleS 35,34): C夕CI06αm?20つSis and podoCαゆ1ιS

Division 7 (sampleS 33,32): C},dohah120つSis, Cαゆi?11ιS and podoC1ι?つ1ιS

Division 6 (sar11PleS 31-26): cydoham%0つSis, pi%1ιS and c?)少to??1ιガα

Division 5 (sampleS 25-2D : NO P0Ⅱen and spores

Division 4 (sample 17,19): Gramineae, pi%1ιS, Q1ιel'C1ιS cycloh4厶2π0つSis, Q1ιe?、C1ιS and

C4?つi?21ιS

Division 3 (salnpleS 15-1D : Gramineae and pi121ιS

Division 2 (salnpleS 9-3): pi?21ιS and Gramineae

Division l (samples l,2): pi121ιS, Gramineae and c?)少to?πe?'ia.

Divisions l-6 are correlated with the Gramineae p011en zone of onishi(1985). Divisions l

and 2 are with the pi%1ιS (n'010%yl0π) subzone, divisionS 3 and 4 are with the C夕Cloham120つ太

-Q1ιeアC1ιS subzone and division 6 is with 杜le c?)少to?11elm subzone respective11y.

DivisionS 7-10 are correlated with the cyclohα厶Z?10つ太一caS之2π0つSis p011en zone. DivisionS 7

-9 are with the podoC1ι?つ1ιS subzone and division lo is with C4S勿%0つSis subzone.

The sedimentation rate i11the upper partis estimated to be o.1 皿/year, whereas that of the
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10wer part is estimated to be o.23 血/year

Key words : Gramineae p0Ⅱen zone, C夕CI06αむZπ0つSis-C4S立Zπ0つSis p0Ⅱen zone, sedimentation

rate, Buried soil, Later stage of Jomon period
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1.はじめに

安来市島田の黒谷遺跡は,清水山に源を発

した小谷がくの字形に1.31圃程北流した出口

付近の水田下に発達する遺物包含層である.

地層は主に層厚約2mの亜角礫層からなり,

縄文時代後期の遺物を含む.礫層にはモミや

カシ類の葉などの植物遺体が密集する砂層が

レンズ状に挟まれている.礫層の上位には,

層厚約70cmの砂~細礫まじり泥層が重なり,

そこからは弥生時代後期以後の遺物を産する.

谷の集水面積が狭く局地的な植生変化を解明

できることが期待されたので,花粉分析を

行った.結果をここに報告する.

子

図 1 位置図(X印;横棒は lkm)

25,000分の 1地形図「母里」(国土地理院発行)

謝き辛:試料採取に当たっては,島根県教育

委員会・大庭俊次氏ほか発掘現場の方々に

種々の便宜を計って頂いた.記して感謝する.

Π.地層と分析用試料

試料採取の方法は,上位の砂まじり泥と下

位の礫層とで異なる.上位層では2.5Cm毎に 2

Cmの試料を採取し,上から付番した.下位の

礫層に挟まれる植物遺体層では厚さ約5Cmの

プロックを堀出し,試料とした.

層厚層相(試料番号)は次の通り.

12Cm 淡褐色砂まじり泥,細礫まじり(1~

5)

20cm 淡褐色同上,細礫多い(6~13)

を使用
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15Cm 暗褐色同上,細礫まじり(14~19)

5Cm 帯緑褐灰色同上(20,21)

10cm 青灰色細砂,細礫まじり(22~25)

10cm 帯青褐色細砂,小礫まじり(26~29)

0 -5Cm 褐色細砂,細礫・植物まじり(30,

31)

10cm 褐色小礫,亜角礫

0 -5Cm 灰色粗砂,植物遺体密集(32)

15Cm 褐色小礫,亜角礫

0 -3Cm 暗灰色細礫,植物遺体密集(33)

0 -25伽暗灰色粗砂,植物遺体密集(34)

0 -5Cm 暗灰色中砂,植物遺体密集(35)

0 -5Cm 暗灰色粗砂,木片を含む(36)

30cm 褐色中~大礫,亜角礫

0 -6伽灰色中砂,植物遺体密集(37)

49Cm 青色中~大礫,亜角礫

0 -15Cm 暗灰色中砂,植物遺体密集(38,

39)

20cm+青色中~大礫,亜角礫

安来市黒谷遺跡の花粉分析

⑤グリセリンゼリーで封入

検鏡は400倍で,木本花粉総数が200を越え

るまで行い,各タクサ毎に数え,木本花粉総

数(ΣAP)に対する%を算出した.また,木

本花粉,不明花粉,草本花粉,胞子の%も算

出した.結果は図2 と表1に示した.

なお,植物遺体密集層の一部については植

物遺体を洗い出した.詳しい同定はまだ済ん

でいないが,多産するのは次の通り.

試料番号34と3フモミ(Ahies /h加)の葉,

および,カシ類(Q1ιの郎(cyd06αmπ0つS太)

SP.)の葉・殻斗・果皮

試料番号38と39カシ類の葉・殻斗・果皮

花粉ダイアグラム(図2)をみると,下部

ではコナラ属アカガシ亜属(Q1ιeπ1ιSsub即

CyC勿hamπ0つSis,以後カシ類と呼ぶ)が多く,

上部ではマツ属複維管束亜属(P伽猫 Subgn

D功勿脚1伽,以後マツ類と呼ぶ)とイネ科

(Gramineae)が多い.花粉群集について更

に詳しくを検討すると,次の10区分に分けら

れる.

区分10 試料番号39・38,深度243~231Cm.

カシ類が圧倒的に優勢で70%を越える.マ

キ属(podomゆ郷)は伴われないが,シイ属

ーマテバシイ属((hS地π0つ嘉S-P4S4πia,以後

シイ類と呼ぶ)は少量ながら見られる.

区分9 試料番号37・36,深度180~141Cm.

カシ類は40%以下に減少し,マツ類やモミ

属(Ahies)が増加する.マキ属も数%見られ

る.

区分8 試料番号35・34,深度139~117Cm.

カシ類は更に減少し,20~30%となる.マ

キ属は10%前後まで増加する.

区分7 試料番号33・32,深度109.5~88

Ⅳ.花粉群集に基づく区分

〔 3 〕

図2に示した試料を次の方法で処理し,プ

レパラートを作成した.

①10%KOH液による泥化

②500創コニカルビーカーによる粗粒部

と細粒部の除去

③Zncl.過飽和水溶液による分離

④アセトリシス

Ⅲ.分析の方法と結果

1995年3月

Cm.

カシ類は増加し,マキ属は減少する.

区分6 試料番号31~26,深度76~65Cm.

スギ属(C加加地ha)が増加する.カシ類

は上部に向かって減少し,マツ類やニレ属

(U1祝1ιS)ーケヤキ属(ze1肋υα)は上位に向

かって増加する.

3
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区分5 試料番号25~21,深度62~50cm.

全般的に花粉・胞子の絶対数が極端に少な

い.特に花粉はほとんどなく,胞子が90%を

越える.

区分4 試料番号19・17,深度47~40cm.

マツ類が25%を越える.コナラ属コナラ亜

属(Q1ιeπ1ιSsub即. Q記eア'郎,以後ナラ類と

呼ぶ)やクマシデ属(Cαゆiπ1ιS)がほぽ10%

以上となる.草本ではイネ科が急激に増加し,

この区分より上位では100%以上となる.

区分3 試料番号15~11,深度37~25Cm.

マツ類が更に増え,ほぽ50%を越える.カ

シ類やクマシデ属は減少するが,ナラ類はあ

まり変化しない.ソバ属(F4g0つyliι祝)が安

定して産出する.

区分2 試料番号9~3,深度32~5Cm.

マツ類は70~80%以上となり,その他のタ

クサは減少する.下部ではソバ属が安定して

産出する.

区分1 試料番号 2 ・ 1,深度4.5~ ocm.

マツ類は多く85%を越える.スギ属が数%

とやや増加する.

安来市黒谷遺跡の花粉分析

西,1994).

3)区分2 は,70~80%のマツ類を含み,

マツ亜帯に対上ヒされる.

4)区分4 は,マツ類が25%ぐらいと少な

く,クマシデ属,ナラ類などが多く,イネ科

花粉帯のカシ・ナラ亜帯に対比される.

5)区分3 は,マツ類が50%前後に増加す

るが,ナラ類もやや増加していることから,

カシ・ナラ亜帯に対比される.

6)区分5には花粉・胞子がほとんど産出

しないから,どの花粉帯に属するか不明であ

る.

5
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上記の区分をこれまで中海・宍道湖および

その周辺地域で提唱されてきた地域花粉帯

(大西ほか,1990,大西,1993)との対応を

試みる.

1)イネ科花粉の量は,区分4 より上では

100%を越え,区分1から 4 は明らかにイネ科

花粉帯に属する.

2)区分1はスギ属が数%産出し,マツ・

スギ亜帯に対比される可能性も考えられる.

しかし,スギ属は上位に向かって減少し,マ

ツ類は逆に増加する.このような特徴は,イ

ネ科花粉帯のマツ亜帯の上部にみられる(大

V

フ)区分6以下には,ほぽ20%以上のカシ

類を産し,おもにカシ・シイ花粉帯に属する

ものと考えられるが,シイ類の産出は少ない.

8)区分10はカシ類が70%以上と多い.し

かし,シイ類が上位の区分7~9では安定し

て産出しないこと,逆に上位で安定して産出

するマキ属がこの区分では見られないことか

らみて,区分10はカシ・シイ花粉帯のシイ亜

帯に対比されるものと考えられる.

9)区分7~9 は,カシ類が多いこと,シ

イ類がほとんど産出せず,マキ属が安定して

産出することからみて,カシ・シイ花粉帯の

マキ亜帯に対比されるものと考えられる.

10)上記のような対比を行うと,区分6の

帰属が問題となる.米子市の目久美遺跡のよ

うな弥生時代前期の水田跡の残されていると

ころでは,イネ科花粉帯の始めからイネ科花

粉がスギ属と共に急増する(大西,1986)が,

中海や宍道湖の湖底堆積物のような,水田か

ら離れた地点では,時代的にはイネ科花粉帯

に入っていても,スギ属・イネ科ともにほと

んど増加しない(大西ほか,199の.これらの

ことから区分6はイネ科花粉帯に属し,スギ

亜帯に対比されるものと考えられる.

地域花粉帯との対比

1995年3月
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表1

試料番号
=ウーヲキ属 Scjadopitys
ビノ゛科ーイ乎イ事+ cupressaceae-T献aceae
ヤヤモモ属 MyriC旦
クル'属ーノグノL '属 jU宮lans-pterocaryg
ハソノ゛属 AI"US
ガパノ゛属 Betu】a

ハシバミ属 CorylU5
プナ属 Fヨ宮US
モチノキ属Ⅱex

カニデ属 AceT

トチノキ属 Aesculus

サクラ属 Pfunus

カソビ属、vikstroemi三

タラノ゛科 AraⅡaceae

ン,属 Parthenoci55U5

グミ属 Elaeagnus
フツジ科 E'caceae

ハイノキ属 Symplocos
イ求タノキ属 Liaust『um
トネフ=属 Fraxlnus

ガ,ズ'属 Vibrunum

ダイアグラムにないタクサの出現率(%)

安来市黒谷遺跡の花粉分析

,デ属 PolyE0口Um
サナニタデ節ーウナギツカミ節 PeTsicaTiR-Echinocaulon

'チヤナギ節 AvicU1丑T」急

ギシギツ属 Rumex

フカザ科 Chenopodlaceae
ナデシ塁料 Ca「γOphγⅡaceae
キγ糸ウゲ属 RanunculU5
カラマツソウ属 Thaliclrum
フブラナ科 CTUCⅡe!ae

ヤ〆科 Le8Umin05ae
ヒツ属 Trapa
プカパナ料 Epilobium
フりノトゥグサ属 Halo!a8i5
フサモ属 y),11」ophy】】um
セリ科 Umbe川fεrae
ンソ料 Labiata.
ムクゲ属 Hib15CU5
キクシグサ属 Rota1且
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前記のような花粉帯・亜帯の対比をおこな

い,縦軸に層厚,横軸に年代をプロットする

と,図3の横長の長方形となる.図を見ると,

50cm以下と,60cm以上でそれぞれ勾配の異な

る直線が引ける.

上部では,区分6まで考えると直線C (平

均堆積速度:0.11皿/y)となるが,後述の

ように,区分5で堆積環境が大きく変わるか

ら,区分1~4のみで考えるほうが良く,直

線d (0.10血/y)が適切である.

下部では,条件に適する直線は無数に引け

る.そのうち,平均堆積速度が最も速いのは

直線b (0.38皿/y)で,最も遅いのは直線

a (0.23皿/y)であるが,礫層から縄文時

代後期の土器片が産出することから考えると,

a に近いほうが適切であろう.

Ⅵ.年代推定と堆積速度

大西郁夫

8

類などの植物遺体が埋積した.縄文時代晩期

になると,支谷の形成と埋積の方が盛んにな

る.また,周辺の植生には,モミやマツ類,

マキ属などが増加する.

②弥生時代前期~古代(奈良・平安時代)

堆積物は急に細砂に変化する.近くの米子

市目久見遺跡では,弥生時代前期の水田跡が

発見されており,この地方でも下流の中海湖

岸では水田が開発されたものと思われる. 、ー

の本谷にも水路が整備され,洪水は起こらな

くなり,近くから細砂が流入するのみとなっ

た.しかし,弥生時代中期ごろまでには細砂

の流入も終わり,その後は地表面となり褐色

風化が進んだ.

③中世以後

平安時代末(西暦1100年頃)には水田の開

発がこの地にも及ぶようになった.水田耕士

に覆われた奈良・平安時代の地表はグライ化

され淡青色に変わった.しかしその後は,1900

年代まで大きな変化はなかった.

山陰地域研究伯然環境)第Ⅱ号

①縄文時代後期~晩期

下部の亜角礫層は中~大礫で,褐色に風化

した基盤岩類を覆っている.基質の色は一般

に青緑色であるが,部分的に赤褐色に急変す

る.礫は主に基盤の第三紀層の亜角礫で,縄

文時代後期の土器片を含む.礫層の下部には,

カシ類の葉・穀斗・果皮を主とする植物遺体

の層がレンズ状にはさまれている.また,礫

層の上部には,モミの葉とカシ類を主とする

植物遺体層のレンズが3層はさまれている.

縄文時代後期から谷の本流で河原の礫の堆

積が始まった.しかし,出水時以外には亜角

礫の堆積はなく,河原に支谷の小さな水路が

刻まれ,その中を周辺地に繁茂していたカシ

Ⅶ.環境変化
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